
　本
年
２
月
、
文
部
科
学
大

臣
は
中
央
教
育
審
議
会
に
対

し
、
道
徳
教
育
の
教
科
化
に

伴
う
指
導
要
領
の
改
訂
と
教

員
養
成
な
ど
を
諮
問
し
た
。

　順
調
に
行
け
ば
、
来
年
４

月
か
ら
教
科
化
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。

　
　道
徳
教
育
の
経
緯
と
現

状
。　

　平
成
20
年
度
改
訂
の
学

習
指
導
要
領
で
は
﹁
生
き
る

力
﹂
を
育
む
た
め
に
、
確
か

な
学
力
と
と
も
に
豊
か
な
心

の
育
成
を
重
視
し
、
道
徳
教

育
は
学
校
教
育
全
体
で
行
う

も
の
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　道
徳
教
育
の
要
に
な
る

﹁
道
徳
の
時
間
﹂
は
、
週
１

時
間
、
年
間
35
時
間
が
教
育

課
程
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　従
来
の
﹁
道
徳
の
時
間
﹂

と
﹁
教
科
と
し
て
の
道
徳
﹂

の
相
違
。

　
　平
成
26
年
２
月
17
日
に
、

文
部
科
学
省
か
ら
中
央
教
育

審
議
会
に
諮
問
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
だ
、
﹁
道
徳
の
目
標
﹂

と
﹁
道
徳
の
時
間
の
目
標
﹂

の
見
直
し
や
関
係
、
重
視
す

べ
き
内
容
や
方
法
な
ど
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。

　
　本
町
の
準
備
状
況
。

　
　文
部
科
学
省
の
意
向
が

未
だ
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

国
が
配
付
し
た
﹁
私
た
ち
の

道
徳
﹂
が
教
科
書
に
な
っ
て

も
、
﹁
明
る
い
心
﹂
等
の
資

料
を
以
前
か
ら
研
究
・
活
用

し
て
き
た
教
員
に
と
っ
て
は
、

十
分
に
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　半
田
・
武
豊
・

阿
久
比
に
よ
る
広

域
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
構
想
が
断
念

さ
れ
た
。

　検
討
経
緯
と
断

念
の
理
由
、
本
町

へ
の
影
響
。

　
　広
域
化
に
つ

い
て
、
担
当
部
局

会
を
４
回
、
副
市

町
長
及
び
市
町
長

の
協
議
を
行
っ
た
。

　広
域
化
の
意
義

や
建
設
費
の
削
減

な
ど
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
認

め
る
が
、
用
地
確
保
や
運
営

経
費
の
負
担
割
合
な
ど
の
点

で
隔
た
り
が
あ
り
、
協
議
を

終
了
し
た
。

　施
設
の
改
修
か
、
新
し
い

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

か
の
方
向
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　食
育
教
育
の
目
的
と
実

行
面
の
ポ
イ
ン
ト
。

　
　食
事
の
重
要
性
、
食
事

の
喜
び
、
楽
し
さ
を
理
解
す

る
な
ど
が
目
的
で
あ
る
。
幼

保
小
中
一
貫
教
育
に
食
育
が

位
置
付
け
ら
れ
、
阿
久
比
町

食
育
推
進
計
画
を
基
に
進
め

る
。　

　本
町
の
学
校
給
食
体
制

に
お
け
る
﹁
設
備
﹂
﹁
人
材

確
保
﹂
等
の
問
題
点
と
今
後

の
方
針
。

　
　施
設
及
び
設
備
の
改
修

及
び
更
新
が
必
要
で
、
職
員

の
増
員
が
必
要
で
あ
れ
ば
確

保
に
努
め
る
。
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三留　享  議員

学校給食の現状と今後
改修か更新を検討

道
徳
教
育
の
教
科
化

豊
か
な
心
の
育
成

学校給食を楽しむ児童（英比小）

中学生徒による阿久比駅の清掃
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